
              ～東日本大震災復興祈念事業～ 
「復興と共に風化させない！心ひとつに！十年の災間をのりこえて 

今年の追悼式は、新型コロナ感染対策として無観客開催になりました。 

避難者代表「あいさつ」は南陽市の髙橋陽子さんにお願いしました。3 月 11 日は急用の

ため登壇できなくなり事前収録で対応させていただきました。 

南陽市へ避難した経緯は、精神的な安定を求めて来たが、見知らぬ土地で暮らすことや

放射能の不安、親として命をかけて子供を守ると決めたこと等１０年が経過した 

今だから話せること…最後は山形県への感謝の言葉で締めくくられました。 

会場には実行委員と来賓だけでしたが、ハンカチで目頭を押さえる人がいま 

した。震災から 10 年目はあの日と違い穏やかな一日でした。 

 
追悼式 
報 告 

 3 月に入るとすっかり春らしい陽気になりました。 
田んぼの隅っこ、グラウンド、家の軒下の雪も少なくなり長
い冬も終わりました。 
コロナ禍中、みんなでお花見は叶わないのですが 
今は辛抱の時です。近くの福寿草が咲きました。 
寒い冬の後は必ず春がやってきます♪ 
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令和 2 年度 社協お便り №１２ 

お知らせ 
  

・東日本大震災復興祈念式報告 

・新型コロナワクチン接種について 

・東日本大震災から 10 年 

★お問合せ先★  南陽市社会福祉協議会 安達  

南陽市赤湯２１５－２ 健康長寿センター内 

℡ 43-5888 ＊土日祝日除く（8:30～17:15） 

 新型コロナウイルスワクチン接種について  
 
   

 
 
                          
 

 
◆避難の届出状況によっては、接種券等がお手元に届かない場合があります。 
その場合は住民票のある市町村にお問合せください。 

お問合せ先 ［南陽市すこやか子育て課ワクチン接種対策室］ ☎０２３８－４０－１６９３ 

～東日本大震災から 10 年～  
２０１１年 3 月 11 日あれからずいぶんと経ってしました。 

あの日は何処で何をしていましたか…テレビで東日本大震災の映像が流れるたびに、皆さんが
辛かったことを思い出しているのではないかと思うと胸が締め付けられる思いでした。 

ガソリンが無い中車を走らせた方、避難所を転々とした方、親戚を頼りに来られた方、やっと
の思いで南陽市まで辿り着きとても疲れたことと思います。 

あれから 1 年、2 年が経過し 10 年と一歩一歩着実にここまで進んできました。 
今日まで頑張ってきた家族と自分を褒めてあげてください。きっと明日からの 
活力になります。 

避難されている方 
住民票を移している方 

住民票を移していない方

（避難の届出をしている方） 

住民票所在地で接種 

避難元から「接種券」、 
「住所地外接種届出済証」が

送付され避難先で接種可能 


